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1 調査の概要 

1.1 調査の目的 

川崎市では、アレルギー疾患対策基本法に基づき、令和５年６月に「川崎市アレルギー疾患対策推進

方針」を策定した。本市における総合的なアレルギー疾患対策を進める上で参考となる情報を得るため、

市内の医療機関及び中心拠点病院並びに神奈川県アレルギー疾患医療拠点病院を対象に、医療機関にお

ける診療の状況、アレルギー疾患患者の受診動向などの医療現場の実態調査を実施した。 
 
1.2 調査実施方法  

 ア 調査対象施設 

① 拠点病院：30診療科（4病院） 

基本法及び基本方針に基づく国の中心拠点病院及び神奈川県アレルギー疾患医療拠点病院 

国：国立研究開発法人国立成育医療研究センター、国立病院機構相模原病院 

  県：横浜市立みなと赤十字病院、神奈川県立病院機構神奈川県立こども医療センター 

② 病院：164 診療科（39 病院）※ 

③ 診療所：915 診療所 ※ 

※川崎市内に所在する病院、診療所のうち、アレルギー疾患に関連する診療科として以下の診療

科を対象とした。 

内科（母性内科、呼吸器科、呼吸器内科、消化器科、消化器内科、胃腸科、胃腸科内科、内視

鏡内科を含む）、小児科、皮膚科（小児皮膚科を含む）、耳鼻咽喉科（耳鼻科、小児耳鼻咽喉科

を含む）、 眼科（小児眼科を含む）、アレルギー科 
 イ 調査方法 

調査対象施設に回答用二次元コードと URL を記した調査協力依頼文書を郵送し、インターネット回

答によるオンライン調査を実施した。 

 ウ 調査期間 

令和 5 年 12 月 14 日～令和 6 年 1 月 23 日 
※回答期間中に調査協力への再依頼として、調査協力依頼はがきを送付した。 

エ 有識者からの助言（令和 6 年 3 月時点） 
 調査の設計及び集計、分析評価にあたり、市内外のアレルギー疾患患者の診療に長年従事されてい

る以下の有識者２名から助言をいただき、調査項目の監修や結果のとりまとめに反映した。 

・中村陽一先生（横浜市立みなと赤十字病院 アレルギーセンターセンター長、日本アレルギー学

会専門医・指導医、医学博士） 

・福家辰樹先生（国立研究開発法人国立成育医療研究センター アレルギーセンター総合アレルギ

ー科診療部長、日本アレルギー学会専門医・指導医、医学博士） 
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2 実態調査の実施と結果 

2.1 実施概要  

 1.2 アで示したとおり、川崎市アレルギー疾患医療実態調査として、川崎市に所在し、アレルギー疾

患に関連する診療科を標榜する病院及び診療所、基本法及び基本方針に基づく拠点病院を対象に、回答

用二次元コードと URL を記した調査協力依頼文書を郵送し、インターネット回答によるオンライン調

査を実施した。令和 5 年 12 月 14日に調査協力依頼文書、令和 6 年 1 月 12日に調査協力依頼はがき（不

達・調査辞退を除く診療所及び、1 月 11 日午前時点で未回答の拠点病院・病院の診療科を対象）を送付

し、1 月 23 日を回答締め切りとした。 
 以下に病院種別ごとの回収状況を示す。拠点病院、病院、診療所を合わせた回答率は 40.6％（調査対

象数 1,109、回答数 450）であった。 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

診療所 拠点病院 病院 

12/14 調査依頼文書発送 

30 診療科（4 病院） 

調査依頼文書発送 

164 診療科（39 病院） 

調査依頼文書発送 

915 診療所 

1/11 時点回答 

6 診療科（回収率 20.0%） 

1/12 協力依頼はがき発送 

24 診療科 

1/23 回答締め切り 

10 診療科（回収率 33.3%） 

1/11 時点回答 

41 診療科（回収率 25.0%） 

1/12 協力依頼はがき発送 

123 診療科 

1/23 回答締め切り 

70 診療科（回収率 42.7%） 

調査辞退 

2 診療科 

1/11 時点回答 

190 診療所（回収率 20.8%） 

1/12 協力依頼はがき発送 

906 診療所 

1/23 回答締め切り 

370 診療所（回収率 40.4%） 

不達・調査辞退 

14 診療所 
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2.2 調査結果  

各設問の回答状況を以下に示した。全ての設問について、病院種別に集計を行い、必要に応じて、診

療領域別にクロス集計を行った。また、Fisher の直接確率検定を行ったものについては、その結果を記

載した。 

 

2.2.1 基礎情報  

問１(2) 主たる診療領域 

 主たる診療領域をご回答ください。 

  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40.0

10.0
20.0

30.0

拠点（n=10）

内科系 小児科系 皮膚科系

耳鼻咽喉科系 眼科系

38.6

17.1
15.7

14.3

14.3

病院（n=70）

内科系 小児科系 皮膚科系

耳鼻咽喉科系 眼科系

64.1
12.2

8.6

9.2
5.9

診療所（n=370）

内科系 小児科系 皮膚科系

耳鼻咽喉科系 眼科系

拠点病院は「小児科系」40.0%、病院は「内科系」38.6%、診療所は「内科系」64.1%の割合が高か
った。 
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問 1(3) 所属医師数 

 貴院における主たる領域での所属医師数をご回答ください。（病院）／診療所内の所属医師数をご回

答ください。（診療所） 

 

 

 
  

5.7
14.3 17.1 15.7

21.4
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病院（n=70）

常勤医師 非常勤医師

4.6

75.9

13.0
4.1 1.9 0.3 0.3 0.0

52.7

19.2

7.6 8.4 8.9
1.9 0.5 0.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0 1 2 3～4 5～9 10～19 20～29 30～
（人）

診療所（n=370）

常勤医師 非常勤医師

常勤医師数について、病院で「５～９人」21.4%、診療所で「１人」75.9%の割合が高かった。ま
た、非常勤医師数について、病院で「５～９人」28.6%、診療所で「０人」52.7%の割合が高かっ
た。 
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問 1(4) 日本アレルギー学会指導医・専門医所属数 

 貴院における主たる領域での日本アレルギー学会指導医・専門医所属数をご回答ください。（病院）

／診療所内の日本アレルギー学会指導医・専門医所属数をご回答ください。（診療所） 

 

 

 

71.4

17.1

5.7
1.4 4.3

80.0

17.1

1.4 0.0 1.4
0%

20%

40%

60%

80%

100%

0 1 2 3 4
（人）

病院（n=70）

常勤医師 非常勤医師

93.5

6.2
0.0 0.3 0.0

95.1

3.8 0.5 0.0 0.5
0%

20%

40%

60%

80%

100%

0 1 2 3 4 （人）

診療所（n=370）

常勤医師 非常勤医師

常勤医師数について、病院、診療所ともに「０人」の割合が高かった（病院 71.4%、診療所
93.5%）。また、非常勤医師数について、病院、診療所ともに「０人」の割合が高かった（病院
80.0%、診療所 95.1%）。 
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問 1(5) 医師以外の医療従事者 

 貴院における主たる領域での医師以外の医療従事者をご回答ください。（病院）／貴診療所に在籍す

る医師以外の医療従事者をご回答ください。（診療所） 

 

 

 
 

95.7

65.7
58.6

7.1
2.9 0.0

21.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

病院（n=70）

83.8

10.5
5.4 5.1

1.6 1.4

25.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

診療所（n=370）

病院、診療所ともに「看護師」の割合が高かった（病院 95.7%、診療所 83.8%）。 
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問 1(6) CAI の所属数 

 所属している CAI の方の人数をご回答ください。 

 

 
 
 
問 1(7) CAI の職種 

所属している CAI の方の職種をご回答ください。 

 

 
 
 

 
 

 

100.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0 1 2 3 4
（人）

病院（n=0） 診療所（n=6）

100.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

保健師 看護師 薬剤師 管理栄養士・栄養士 その他

病院（n=0） 診療所（n=6）

病院は問 1(5)にて「CAI(小児アレルギーエデュケーター)」の回答がなかった。診療所は全て「１

人」であった。 

病院は問1(5)にて「CAI(小児アレルギーエデュケーター)」の回答がなかった。診療所は全て「看護

師」であった。 
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問 1(8) PAE の所属数 

 所属している PAE の方の人数をご回答ください。 

 

 
 
 
問 1(9) PAE の職種 

 所属している PAE の方の職種をご回答ください。 

 

 
 
  

50.0 50.0

0.0

80.0

0.0

20.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0 1 2 3 4

（人）
病院（n=2） 診療所（n=5）

100.0 100.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

保健師 看護師 薬剤師 管理栄養士・栄養士 その他

病院（n=2） 診療所（n=5）

病院は「１人」「２人」各 50.0%の割合が高かった。診療所は「１人」80.0%の割合が高かった。 

病院、診療所ともに「看護師」の割合が高かった（病院 100.0%、診療所 100.0%）。 
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2.2.2 アレルギー疾患の診療状況 

問 3 診療の対象疾病 

 令和５年12月時点において貴医療機関（病院においては貴科）で診療を行っている疾患についてご回

答ください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

55.7

50.0

48.6

45.7

38.6

37.1

35.7

18.6

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アレルギー性鼻炎（花粉症を含む）

気管支ぜん息

アトピー性皮膚炎

アレルギー性結膜炎（花粉症を含む）

食物アレルギー

アナフィラキシー

薬物アレルギー

消化管アレルギー

診療しているアレルギー疾患はない

病院（n=70）

78.4

60.8

60.3

40.0

28.6

19.7

16.5

11.6

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アレルギー性鼻炎（花粉症を含む）

気管支ぜん息

アレルギー性結膜炎（花粉症を含む）

アトピー性皮膚炎

食物アレルギー

アナフィラキシー

薬物アレルギー

診療しているアレルギー疾患はない

消化管アレルギー

診療所（n=370）

病院、診療所ともに「アレルギー性鼻炎（花粉症含む）」の割合が高かった（病院 55.7%、診療所
78.4%）。 
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【診療領域別】 

 

 

 
 
 
 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

内科系（n=27） 小児科系（n=12） 皮膚科系（n=11） 耳鼻咽喉科系（n=10） 眼科系（n=10）

病院

気管支ぜん息 アトピー性皮膚炎
アレルギー性鼻炎（花粉症を含む） アレルギー性結膜炎（花粉症を含む）
食物アレルギー アナフィラキシー
消化管アレルギー 薬物アレルギー
診療しているアレルギー疾患はない

0%

20%

40%

60%

80%

100%

内科系（n=237） 小児科系（n=45） 皮膚科系（n=32） 耳鼻咽喉科系（n=34） 眼科系（n=22）

診療所

気管支ぜん息 アトピー性皮膚炎
アレルギー性鼻炎（花粉症を含む） アレルギー性結膜炎（花粉症を含む）
食物アレルギー アナフィラキシー
消化管アレルギー 薬物アレルギー
診療しているアレルギー疾患はない

内科系について、病院は「気管支ぜんそく」74.1%、診療所は「アレルギー性鼻炎（花粉症を含

む）」81.0%の割合が高かった。小児科系について、病院は「気管支ぜんそく」「アトピー性皮膚

炎」「アレルギー性鼻炎（花粉症を含む）」「食物アレルギー」各 100.0%、診療所は「アレルギー性

鼻炎（花粉症を含む）」93.3%の割合が高かった。皮膚科系について、病院、診療所ともに「アトピ

ー性皮膚炎」の割合が高かった（病院 100.0%、診療所 93.8%）。耳鼻咽喉科系について、病院、診

療所ともに「アレルギー性鼻炎（花粉症を含む）」の割合が高かった（病院 90.0%、診療所

94.1%）。眼科系について、病院、診療所ともに「アレルギー性結膜炎（花粉症を含む）」の割合が

100.0%と高かった。 
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問 4 診療する患者の世代 

 診療する患者の世代をご回答ください。 

（１）気管支ぜんそく 

  
  
（２）アトピー性皮膚炎 

  
  
（３）アレルギー性鼻炎（花粉症含む） 

  
  
（４）アレルギー性結膜炎（花粉症含む） 

  
  
（５）食物アレルギー 

  
  
（６）アナフィラキシー 

  
  
  

病院、診療所ともに「高校生以上」の割合が高かった（病院 54.3%、診療所 53.3%）。 

病院は「高校生以上」38.2%の割合が高かった。診療所は「0 歳～高校生未満かつ高校生以上」
60.1%の割合が高かった。 

病院は「高校生以上」43.6%の割合が高かった。診療所は「0歳～高校生未満かつ高校生以上
50.7%の割合が高かった。 

病院、診療所ともに「0 歳～高校生未満かつ高校生以上」の割合が高かった（病院 43.8%、診療
所 56.5%）。 

病院は「高校生以上」51.9%の割合が高かった。診療所は「0 歳～高校生未満かつ高校生以上」
50.0%の割合が高かった。 

病院は「高校生以上」50.0%の割合が高かった。診療所は「0歳～高校生未満かつ高校生以上」
49.3%の割合が高かった。 
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（７）消化管アレルギー 

  
   
（８）薬物アレルギー 

  
 

 

 
 
 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気管支ぜん息（n=35）

アトピー性皮膚炎（n=34）

アレルギー性鼻炎（花粉症含む）（n=39）

アレルギー性結膜炎（花粉症含む）（n=32）

食物アレルギー（n=27）

アナフィラキシー（n=26）

消化管アレルギー（n=13）

薬物アレルギー（n=25）

病院

0歳～高校生未満 高校生以上 0歳～高校生未満, 高校生以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気管支ぜん息（n=225）

アトピー性皮膚炎（n=148）

アレルギー性鼻炎（花粉症含む）（n=290）

アレルギー性結膜炎（花粉症含む）（n=223）

食物アレルギー（n=106）

アナフィラキシー（n=73）

消化管アレルギー（n=37）

薬物アレルギー（n=61）

診療所

0歳～高校生未満 高校生以上 0歳～高校生未満, 高校生以上

病院、診療所ともに「0歳～高校生未満」の割合が高かった（病院 69.2%、診療所 45.9%）。 

病院は「高校生以上」60.0%と割合が高かった。診療所は「0歳～高校生未満かつ高校生以上」
55.7%の割合が高かった。 
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問 5 実施可能な検査、試験等 

 令和５年 12 月時点で実施可能な検査、試験等についてご回答ください。 

 

 

 

※問３で回答した疾患に関連する検査項目のみ回答対象 

84.3

22.9

18.6

14.3

12.9

47.1

38.6

27.1

11.4

1.4

0.0

32.9

22.9

17.1

2.9

7.1

4.3

0.0

12.9

12.9

1.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総IgE値・抗原特異的IgE抗体検査

プリックテスト

パッチテスト

薬物負荷試験

皮内テスト

胸部レントゲン検査

呼吸機能検査

呼気NO測定

気道可逆性試験

運動誘発負荷試験

気道過敏性試験

X線検査

鼻鏡検査

鼻汁好酸球検査

鼻粘膜抗原誘発試験

涙液中総IgE 抗体測定

結膜好酸球の同定

点眼誘発試験

食物除去試験

食物経口負荷試験

食物依存性運動誘発負荷試験

その他

病院（n=70）

病院、診療所ともに「総 IgE 値・抗原特異的 IgE 抗体検査」の割合が高く（病院 84.3%、診療所
73.2%）、次に「胸部レントゲン検査」の割合が高かった（病院 47.1%、診療所 43.5%）。 

気 管 支

ぜん息 

アレルギー 

性鼻炎 

アレルギー

性結膜炎 

食物 

アレルギー 

73.2

5.9

4.1

1.9

0.5

43.5

21.4

9.7

1.9

0.0

0.0

12.7

12.4

12.4

0.0

1.1

0.0

0.0

4.9

3.8

0.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総IgE値・抗原特異的IgE抗体検査

パッチテスト

プリックテスト

皮内テスト

薬物負荷試験

胸部レントゲン検査

呼吸機能検査

呼気NO測定

気道可逆性試験

気道過敏性試験

運動誘発負荷試験

鼻鏡検査

鼻汁好酸球検査

X線検査

鼻粘膜抗原誘発試験

涙液中総IgE 抗体測定

結膜好酸球の同定

点眼誘発試験

食物除去試験

食物経口負荷試験

食物依存性運動誘発負荷試験

その他

診療所（n=370）
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以下では、項目別の割合と、複数の検査等を実施している診療科・診療所の数を表したベン図を示す。 

（１）共通事項・皮膚関連 

  

 
 
（２）ぜん息関連 

  

 
※算出した割合の母数は、問３にて「気管支ぜん息」と回答した数（病院 n=35、診療所 n=225）としている。 

 
（３）アレルギー性鼻炎、花粉症関連 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総IgE値・抗原特
異的IgE抗体検査

プリックテス
トパッチテスト

39

0 0

4

9

7

0

病院
総IgE値・抗原特
異的IgE抗体検査

プリックテス
トパッチテスト

237

0 0

19

3

12

0

診療所

呼吸機能検査

胸部レント
ゲン検査

呼気NO

測定

0

1 6

0

18

9

0

病院 呼吸機能検査

胸部レント
ゲン検査

呼気NO

測定

9

2 94

5

27

38

2

診療所

病院、診療所ともに「総 IgE 値・抗原特異的 IgE 抗体検査」の割合が高かった（病院 84.3%、診 
療所 73.2%）。 

病院、診療所ともに「胸部レントゲン検査」の割合が高かった（病院94.3%※、診療所71.6%※）。  

 

病院は「X 線検査」59.0%※の割合が高かった。診療所は「鼻鏡検査」16.2%※の割合が高かった。 

※算出した割合の母数は、問３にて「アレルギー性鼻炎（花粉症を含む）」と回答した数（病院 n=39、診療所 
n=290）としている。 

鼻鏡検査

鼻汁好酸
球検査X線検査

2

9 1

4

9

1

1

病院 鼻鏡検査

鼻汁好酸
球検査X線検査

12

24 14

6

13

16

3

診療所
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（４）アレルギー性結膜炎関連 

 

 ※算出した割合の母数は、問３にて「アレルギー性結膜炎（花粉症を含む）」と回答した数（病院 n=32、診療所 
n=223）としている。 

 
（５）食物アレルギー関連 

  

 
※算出した割合の母数は、問３にて「食物アレルギー」と回答した数（病院 n=27、診療所 n=106）としている。 

        ※p.62（１）で挙げている食物アレルギーの診断における標準的な検査方法である「総 IgE 値・抗原特異的 IgE 抗

体検査」「プリックテスト」「食物経口負荷試験」に加え、「食物除去試験」をベン図に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

食物除去試験

食物
経口負
荷試験

総IgE値・抗原特異
的IgE抗体検査

プリック

テスト

0

5

0

3

6

0

0

病院

10

0

3

0

食物除去試験

食物
経口負
荷試験

総IgE値・抗原特異
的IgE抗体検査

プリック
テスト

0

65

0

11

7

0

0

診療所

14

0

7

0

病院、診療所ともに「涙液中総 IgE抗体測定」の割合が高かった（病院 15.6%※、診療所 1.8%※）。  

 

病院は「食物除去試験」「食物経口負荷試験」各 33.3%※の割合であった。診療所は「食物除去試

験」17.0%※の割合が高かった。 
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問 6 実施可能な治療等 

 令和 5 年 12 月時点で実施可能な治療等についてご回答ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（１）薬物関連 

  

  
 
（２）手術関連 

  

 

生物学的製
剤

ステロイ
ド内服

舌下免疫
療法

1

4 14

0

12

20

4

病院 生物学的製
剤

ステロイ
ド内服

舌下免疫
療法

2

24 107

3

30

20

45

診療所

病院、診療所ともに「ステロイド内服」の割合が高かった（病院 71.4%、診療所 54.6%）。 

71.4

47.1

32.9

28.6

21.4

14.3

12.9

12.9

10.0

10.0

8.6

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ステロイド内服

生物学的製剤

シクロスポリン内服

舌下免疫療法

経口JAK阻害薬

免疫抑制剤点眼薬

鼻中隔矯正術

粘膜下下鼻甲介（骨）切除術

内視鏡下鼻副鼻腔手術

後鼻神経切断術

皮下免疫療法

瞼結膜下注射

病院（n=70）

54.6

27.6

14.9

7.6

5.4

3.8

2.2

1.1

0.5

0.5

0.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ステロイド内服

舌下免疫療法

生物学的製剤

シクロスポリン内服

経口JAK阻害薬

免疫抑制剤点眼薬

皮下免疫療法

瞼結膜下注射

鼻中隔矯正術

粘膜下下鼻甲介（骨）切除術

内視鏡下鼻副鼻腔手術

後鼻神経切断術

診療所（n=370）

病院は「鼻中隔矯正術」「粘膜下下鼻甲介(骨)切除術」各 12.9%の割合が高かった。診療所は「粘

膜下下鼻甲介(骨)切除術」0.5%の割合が高かった。 
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問 7 アレルギー疾患に関するガイドラインを参照している診療 

 アレルギー疾患に関するガイドラインを参照した診療についてご回答ください。（疾患区分ごとに

該当するものを選択してください） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

問 7(3) ガイドライン※を参照しない理由 

全診療科で病院では７～８割、診療所では７割以上であり、特に「食物アレルギー」の割合が高
かった（病院 88.9%、診療所 92.5%）。また、病院のうち、県指定病院※と県指定外病院では、県
指定病院が「アレルギー性結膜炎（花粉症を含む）」以外の全ての疾患で 100.0%ガイドラインを
参照して診療していた。 

※ 県指定病院は、神奈川県アレルギー疾患専門医療機関（帝京大学医学部付属溝口病院、聖マリアンナ医科大学病院、
市立多摩病院、日本鋼管病院、関東労災病院、市立井田病院）を指す。本調査での病院の回答科数 70 のうち、県指
定病院が 25、県指定外病院が 45 であった。 

 

100.0

100.0

100.0

100.0

75.0 25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気管支ぜん息（n=10）

食物アレルギー（n=10）

アトピー性皮膚炎（n=12）

アレルギー性鼻炎（花粉症含む）（n=11）

アレルギー性結膜炎（花粉症含む）（n=8）

県指定病院

原則、参照して診療している 特に参照していない

84.0

82.4

81.8

79.2

78.6

16.0

17.6

18.2

20.8

21.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気管支ぜん息（n=25）

食物アレルギー（n=17）

アトピー性皮膚炎（n=22）

アレルギー性結膜炎（花粉症含む）（n=24）

アレルギー性鼻炎（花粉症含む）（n=28）

県指定外病院

原則、参照して診療している 特に参照していない

92.5

86.7

85.8

78.3

70.9

7.5

13.3

14.2

21.7

29.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食物アレルギー（n=106）

気管支ぜん息（n=225）

アトピー性皮膚炎（n=148）

アレルギー性鼻炎（花粉症含む）（n=290）

アレルギー性結膜炎（花粉症含む）（n=223）

診療所

原則、参照して診療している 特に参照していない

88.9

88.6

88.2

84.6

78.1

11.1

11.4

11.8

15.4

21.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食物アレルギー（n=27）

気管支ぜん息（n=35）

アトピー性皮膚炎（n=34）

アレルギー性鼻炎（花粉症含む）（n=39）

アレルギー性結膜炎（花粉症含む）（n=32）

病院

原則、参照して診療している 特に参照していない
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問 7（3）ガイドライン※を参照しない理由 

ガイドラインを参照しない場合の理由をご回答ください。 

 

 

 
 

 ※アレルギー総合ガイドライン、小児アレルギー疾患総合ガイドライン、喘息予防・管理ガイドライン、喘息診療

実践ガイドライン、小児気管支喘息治療・管理ガイドライン、アトピー性皮膚炎診療ガイドライン、鼻アレルギ

ー診療ガイドライン、アレルギー性結膜疾患診療ガイドライン、食物アレルギー診療ガイドライン、食物アレル

ギー診療の手引き、食物アレルギーの栄養食事指導の手引き、特殊型食物アレルギー診療の手引き、アナフィラ

キシーガイドライン等 

  

28.6

28.6

21.4

14.3

7.1

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検査・治療のための体制が不十分

ガイドラインを確認したことがない

ガイドラインよりも自身の判断を優先

ガイドラインの種類が多く選択が困難

患者指導のための人員が不足

ガイドラインで対応できない事例がある

その他

病院（n=14）

27.7

18.9

16.2

12.8

10.8

10.1

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検査・治療のための体制が不十分

ガイドラインを確認したことがない

ガイドラインの種類が多く選択が困難

ガイドラインよりも自身の判断を優先

患者指導のための人員が不足

ガイドラインで対応できない事例がある

その他

診療所（n=148）

病院は「検査・治療のための体制が不十分」「ガイドラインを確認したことがない」各 28.6%の割

合が高かった。診療所は「検査・治療のための体制が不十分」27.7%の割合が高かった。 
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2.2.3 アレルギー疾患の患者指導状況 

問 8 アレルギー疾患医療に関し、実施している患者指導内容及び実施者 

 次のアレルギー疾患医療の場面において、どの職種の医療従事者が患者指導を実施しているかご回

答ください。 

（１）病態に関する説明 

 
 
（２）ぜん息薬吸入指導 

 
 
（３）スキンケア指導、外用薬塗布指導 

 
 
（４）アドレナリン自己注射薬の指導 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病態に関する説明

ぜん息薬吸入指導

スキンケア指導、外用薬塗布指導

アドレナリン自己注射薬の指導

病院（n=70）

医師 CAI PAE 保健師 看護師 薬剤師 その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病態に関する説明

ぜん息薬吸入指導

スキンケア指導、外用薬塗布指導

アドレナリン自己注射薬の指導

診療所（n=370）

医師 CAI PAE 保健師 看護師 薬剤師 その他

病院、診療所ともに「医師」の割合が高かった（病院 94.3%、診療所 87.8%）。 

病院、診療所ともに「医師」の割合が高かった（病院 45.7%、診療所 51.9%）。 

病院、診療所ともに「医師」の割合が高かった（病院 45.7%、診療所 37.8%）。 

病院、診療所ともに「医師」の割合が高かった（病院 38.6%、診療所 26.2%）。 
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（５）抗原除去・生活環境整備に関する指導 

 

 
（６）食物除去・代替食に関する指導 

 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

抗原除去・生活環境整備に関する指導

食物除去・代替食に関する指導

病院（n=70）

医師 CAI PAE 保健師 看護師 管理栄養士・栄養士 その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

抗原除去・生活環境整備に関する指導

食物除去・代替食に関する指導

診療所（n=370）

医師 CAI PAE 保健師 看護師 管理栄養士・栄養士 その他

病院、診療所ともに「医師」の割合が高かった（病院 74.3%、診療所 76.5%）。 

病院、診療所ともに「医師」の割合が高かった（病院 35.7%、診療所 28.4%）。 
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問 9 医師以外の医療従事者の患者指導の必要性 

 アレルギー疾患の治療において、医師以外の医療従事者による患者指導の必要性を感じますか。 

 

 
 
問 10 院外の薬局との連携の有無 

 アレルギー疾患の治療に関連して、院外の薬局と連携して患者指導を行っていますか。 

  

   
問 11 院外の薬局と連携した患者指導の必要性 

 アレルギー疾患の治療において、院外の薬局と連携した患者指導の必要性を感じますか。 

   

 

55.7

31.4

31.4

26.5

7.1

22.7

3.5 4.1

5.7

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院（n=70）

診療所（n=370）

必要である どちらかといえば必要である
どちらともいえない どちらかといえば必要ではない
必要でない 未回答

24.3

28.1

70.0

60.0

5.7

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院（n=70）

診療所（n=370）

行っている 行っていない 未回答

38.6

27.3

32.9

26.5

20.0

27.6

4.1 2.7

5.7

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院（n=70）

診療所（n=370）

必要である どちらかといえば必要である
どちらともいえない どちらかといえば必要ではない
必要でない 未回答

病院は「必要である」または「どちらかといえば必要である」で 87.1%の割合であった。診療
所は「必要である」または「どちらかといえば必要である」で 57.9％であった。 

病院、診療所ともに「行っていない」の割合が高かった（病院 70.0%、診療所 60.0%）。 

病院は「必要である」または「どちらかといえば必要である」で 71.5%の割合であった。診療
所は「必要である」または「どちらかといえば必要である」で 53.8％であった。 
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2.2.4 患者の受診動向（他医療機関への紹介） 

問 12(1) 患者を紹介可能な医療機関の有無 

 アレルギー疾患患者を紹介することが可能な医療機関はありますか。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院（n=70）

県指定病院

（n=25）

県指定外病院

（n=45）

診療所（n=370）

ある ない

病院、診療所ともに「ある」の割合が高かった（病院 85.7%、診療所 84.9%）。また、病院のうち、

県指定病院と県指定外病院では、県指定外病院が「ある」88.9%と割合が高かった。 
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【診療領域別】 

 

 

 
  

病院、診療所ともに、小児科系の「ある」の割合が最も高かった。   
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問 12(2) （紹介可能な医療機関がある場合）その医療機関の種別（主なもの）（(1)：あるの場合） 

 紹介可能な医療機関※の主な種別をご回答ください。 

 

 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

病院、診療所ともに「市内病院（県指定病院）」の割合が高かった（病院 51.7%、診療所 76.4%）。

また、病院のうち、県指定病院と県指定外病院では、県指定病院は「(国)中心拠点病院」50.0%、

県指定外病院は「市内病院（県指定病院）」60.0%の割合が高かった。 
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問 12(3) アレルギー疾患患者のうち、実際に紹介している患者の割合 

 アレルギー疾患患者のうち実際にどの程度患者を紹介するかご回答ください。 

 

 
 
  

0.3 0.5

1.4

4.0

1.1

22.9

28.0

20.0

26.8
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病院（n=70）

県指定病院

（n=25）

県指定外病院

（n=45）

診療所（n=370）

ほとんどする(9割以上) よくする(7～8割)

する(4～6割) 時々する(1～3割)

ほとんどない(1割未満) なし（アレルギー疾患患者を診ていないを含む）

紹介が実際にされていない割合（「なし」の割合）は病院、診療所ともに２割未満であった。また、

病院のうち、県指定病院と県指定外病院では、県指定病院の方が「時々する」または「する」の割

合が高く 32.0%であった。 
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【診療領域別】 
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眼科系（n=10）

病院

ほとんどする(9割以上) よくする(7～8割)

する(4～6割) 時々する(1～3割)

ほとんどない(1割未満) なし（アレルギー疾患患者を診ていないを含む）

0.4

4.4

2.9

3.1

0.8

42.2

17.6

40.6

24.1

18.2

48.9

70.6

46.9

55.7

54.5

4.4

8.8

9.4

19.0

27.3
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小児科系（n=45）

耳鼻咽喉科系

（n=34）

皮膚科系（n=32）

内科系（n=237）

眼科系（n=22）

診療所

ほとんどする(9割以上) よくする(7～8割)

する(4～6割) 時々する(1～3割)

ほとんどない(1割未満) なし（アレルギー疾患患者を診ていないを含む）

病院において、皮膚科系と耳鼻咽喉科系で「なし」の回答がなかった。診療所においては、小児科
系が「なし」の割合が最も低かった。（4.4％） 
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問 12(4) 実際に患者を紹介する理由（(3)：「なし」以外） 

 アレルギー疾患患者を実際に紹介することとした理由をご回答ください。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

病院は「専門的検査・治療ができない」66.7%、診療所は「難治・重症な病態で対応困難」70.1%の

割合が高かった。また、病院のうち、県指定病院と県指定外病院では、県指定外病院が「専門的検

査・治療ができない」74.4%の割合が高かった。 
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【診療領域別】 
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難治・重症な病態で対応困難 他の診療領域の診察が必要
患者居住地に近い病院・診療所がある 治療に入院を要する
診断・治療方針の見直しを要する 緊急時の備え
その他
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内科系（n=192） 小児科系（n=43） 皮膚科系（n=29） 耳鼻咽喉科系（n=31） 眼科系（n=16）

診療所

急激な症状の変化 専門的検査・治療ができない
難治・重症な病態で対応困難 他の診療領域の診察が必要
患者居住地に近い病院・診療所がある 治療に入院を要する
診断・治療方針の見直しを要する 緊急時の備え
その他

内科系について、病院は「専門的検査・治療ができない」69.6%、診療所は「難治・重症な病態で

対応困難」70.3%の割合が高かった。小児科系について、病院、診療所ともに「難治・重症な病態

で対応困難」の割合が高かった（病院 72.7%、診療所 67.4%）。皮膚科系について、病院は「専門的

検査・治療ができない」81.8%、診療所は「難治・重症な病態で対応困難」82.8%の割合が高かっ

た。耳鼻咽喉科系について、病院、診療所ともに「難治・重症な病態で対応困難」の割合が高かっ

た（病院 60.0%、診療所 58.1%）。眼科系について、病院、診療所ともに「難治・重症な病態で対応

困難」の割合が高かった（病院 80.0%、診療所 75.0%）。 
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問 12(5) 患者のうち、実際に紹介しない・できない理由（(3)：「なし」の場合） 

 アレルギー疾患患者のうち実際に紹介をしない、またはできない理由をご回答ください。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

病院は「自院での治療等が可能」80.0%、診療所は「アレルギー疾患患者を診ていない」47.5%の割

合が高かった。また、病院のうち、県指定病院が「自院での治療等が可能」100.0%と割合が高かっ

た。 
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【診療領域別】 
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その他
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診療所

自院での治療等が可能 患者の合意が得られない
最寄りに適当な医療機関がない 連携が取れている医療機関がない
紹介すべき医療機関がわからない アレルギー疾患患者を診ていない
その他

内科系について、病院は「自院での治療等が可能」75.0%、診療所は「アレルギー疾患患者を診て

いない」53.3%の割合が高かった。小児科系について、病院は「自院での治療等が可能」100.0%、

診療所は「アレルギー疾患患者を診ていない」100.0%の割合が高かった。皮膚科系について、診療

所は「自院での治療等が可能」「最寄りに適当な医療機関がない」「紹介すべき医療機関がわからな

い」それぞれ33.3%であった。耳鼻咽喉科系について、診療所は「自院での治療等が可能」66.7%の

割合が高かった。眼科系について、病院、診療所ともに「自院での治療等が可能」の割合が高かっ

た（病院 80.0%、診療所 100.0%）。 
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問 12(6) 紹介した患者のうち逆紹介される患者の割合（(3)：「なし」以外） 

 他の医療機関へ紹介した患者が貴機関に逆紹介（返送）される割合をご回答ください。 
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時々される(1～3割) ほとんどない(1割未満) なし

病院、診療所ともに「ほとんどない(１割未満)」の割合が高かった（病院 50.0%、診療所 40.2%）。

また、病院のうち、県指定病院で「なし」の割合が 4.8%と低かった。 
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【診療領域別】 
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時々される(1～3割) ほとんどない(1割未満) なし

病院において、皮膚科系が「なし」の割合が最も低かった（9.1％）。診療所においては、小児科系

が「なし」の割合が最も低かった（9.3％）。 
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問 12(7) アレルギー疾患患者を紹介する医療機関を選択する際に重視する（したい）項目 

 アレルギー疾患患者を紹介する医療機関を選択する際に重視する（したい）項目をご回答ください。 

 
 

 
  

病院、診療所ともに「検査・治療体制」の割合が高かった（病院 80.0%、診療所 68.1%）。 
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【診療領域別】 
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病院

検査・治療体制 患者の通院の利便性

患者の意向 相手方の医師との日頃からの信頼関係
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診療所

検査・治療体制 患者の通院の利便性

患者の意向 相手方の医師との日頃からの信頼関係

特にない その他

内科系について、病院、診療所ともに「検査・治療体制」の割合が高かった（病院 88.9%、診療所

61.6%）。小児科系について、病院は「検査・治療体制」「患者の意向」75.0%、診療所は「検査・治

療体制」86.7%の割合が高かった。皮膚科系について、病院、診療所ともに「検査・治療体制」の

割合が高かった（病院 100.0%、診療所 78.1%）。耳鼻咽喉科系について、病院、診療所ともに「検

査・治療体制」の割合が高かった（病院 80.0%、診療所 70.6%）。眼科系について、病院は「患者の

通院の利便性」70.0%、診療所は「検査・治療体制」81.8%の割合が高かった。 
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問 12(8) アレルギー疾患患者を紹介する医療機関を選択する際に情報が不十分と感じる項目（(7):検

査・治療体制の場合） 

 「検査・治療体制」と回答された場合、情報が不十分と感じる項目をご回答ください。 
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情報は十分

病院（n=56） 診療所（n=252）

病院、診療所ともに「実施可能な検査・試験内容」の割合が高かった（病院 62.5%、診療所

48.0%）。 
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【診療領域別】 
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内科系について、病院、診療所ともに「実施可能な検査・試験内容」の割合が高かった（病院

62.5%、診療所 51.4%）。小児科系について、病院は「実施可能な検査・試験内容」88.9%、診療所

は「情報は十分」48.7%の割合が高かった。皮膚科系について、病院、診療所ともに「実施可能な

検査・試験内容」の割合が高かった（病院 45.5%、診療所 68.0%）。耳鼻咽喉科系について、病院は

「実施可能な治療内容」50.0%、診療所は「情報は十分」50.0%の割合が高かった。眼科系につい

て、病院、診療所ともに「実施可能な検査・試験内容」の割合が高かった（病院 100.0%、診療所

50.0%）。 
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2.2.5 患者の受診動向（地域の医療機関への逆紹介） 

問 13(1) 市民患者の受入状況（拠点病院のみに対する問） 

 （この設問は、川崎市民に関する状況についてご回答ください。）他の医療機関から紹介されてくる

アレルギー疾患患者（川崎市民）を受け入れたことはありますか。 

 

 
 
【診療領域別】 
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拠点
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拠点

ある ない

他の医療機関から紹介されてくるアレルギー疾患患者（川崎市民）を受け入れたことがある割合

は、50.0%であった。 

小児科系と皮膚科系については、他の医療機関から紹介されてくるアレルギー疾患患者（川崎市

民）を受け入れたことがあるが、耳鼻咽喉科系と眼科系については、受け入れたことがなかった。 
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問 13(2) 市民受入患者の対象疾患（(1)：あるの場合）（拠点病院のみに対する問） 

（この設問は、川崎市民に関する状況についてご回答ください。）受け入れを行った実績がある疾患に

ついてご回答ください。 

 

 
【診療領域別】 
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拠点
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アレルギー性鼻炎（花粉症含む） アレルギー性結膜炎（花粉症含む）

食物アレルギー アナフィラキシー

消化管アレルギー 薬物アレルギー

「気管支ぜん息」の割合が 80.0%と最も高かった。 
 

小児科系について、「気管支ぜん息」の割合は 100.0%であった。皮膚科系について、「アトピー性皮

膚炎」の割合は 100.0%であった。 
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問 13(3) 患者を逆紹介可能な医療機関の有無（病院のみに対する問） 

 症状が安定した等により逆紹介等が可能な医療機関はありますか。 

 

 
 
【診療領域別】 
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病院（n=70）

県指定病院（n=25）

県指定外病院（n=45）

ある ない 未回答

病院のうち、県指定病院と県指定外病院では、県指定病院が「症状が安定した等により逆紹介等が

可能な医療機関がある」の割合が 76.0%と高かった。 
 

皮膚科系及び耳鼻咽喉科系の「ある」の割合が 70%以上で他の診療領域よりも高かった。 
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問 13(4) （逆紹介可能な医療機関がある場合）その医療機関の種別（主なもの）（(3)：あるの場合）

（病院のみに対する問） 

 症状が安定した等により逆紹介等が可能な医療機関の主な種別をご回答ください。 

 

 

 

 
  

97.7

29.5

18.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

市内病院・診療所 市外（県内）病院・診療所 市外（県外）病院・診療所

病院（n=44）

94.7

31.6

21.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

市内病院・診療所 市外（県内）病院・診療所 市外（県外）病院・診療所

県指定病院（n＝19）

100.0

28.0

16.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

市内病院・診療所 市外（県内）病院・診療所 市外（県外）病院・診療所

県指定外病院（n＝25）

病院のうち、県指定病院と県指定外病院では、県指定外病院が「市内病院・診療所」100.0%と割合
が高かった。 
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問 13(5) 患者のうち、実際に逆紹介している患者の割合（拠点病院・病院に対する問） 

 症状が安定した等により実際にどの程度患者を他の医療機関に逆紹介等をしているかご回答ください。 
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県指定外病院（n=45）

ほとんどする(9割以上) よくする(7～8割) する(4～6割)

時々する(1～3割) ほとんどない(1割未満) なし

未回答

拠点病院は「なし」の回答がなかった。病院は「なし」の割合が約 2 割であった（18.6％）。また、

病院のうち、県指定病院と県指定外病院では、県指定外病院の方が「なし」の割合が高かった（県

指定病院 8.0％、県指定外病院 24.4％）。 
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【診療領域別】 
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拠点

ほとんどする(9割以上) よくする(7～8割) する(4～6割)

時々する(1～3割) ほとんどない(1割未満) なし

未回答

拠点病院では、内科を除きいずれの診療科においても「なし」の回答はなかった。病院では、耳鼻

咽喉科系は、「なし」の回答がなく、未回答が１割あった。  
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病院

ほとんどする(9割以上) よくする(7～8割) する(4～6割)

時々する(1～3割) ほとんどない(1割未満) なし

未回答
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問 13(6) 患者を逆紹介する理由（(5)：「なし」以外）（拠点病院・病院に対する問） 

 患者の症状が安定した等により他の医療機関への逆紹介等をすることとした理由をご回答ください。 

 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拠点病院、病院ともに「一定の治療を終え、症状が軽快・安定」の割合が高かった（拠点病院

88.9%、病院 90.7%）。 
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【診療領域別】 

 

 

 
  

0%

20%

40%

60%

80%

100%

内科系（n=0） 小児科系（n=4） 皮膚科系（n=1） 耳鼻咽喉科系（n=2） 眼科系（n=2）
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一定の治療を終え、症状が軽快・安定
病態の詳細や原因等が明らかになり治療方針が定まった
ガイドラインに基づき、一般の医療機関でも治療が可能
患者居住地に近い病院・診療所がある
緊急時の備えに対する環境が整った
その他
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一定の治療を終え、症状が軽快・安定
病態の詳細や原因等が明らかになり治療方針が定まった
ガイドラインに基づき、一般の医療機関でも治療が可能
患者居住地に近い病院・診療所がある
緊急時の備えに対する環境が整った
その他

病院では、内科系について、病院は「一定の治療を終え、症状が軽快・安定」89.5%と割合が高か

った。小児科系について、「一定の治療を終え、症状が軽快・安定」「患者居住地に近い病院・診療

所がある」90.0%の割合が高かった。皮膚科系について、「一定の治療を終え、症状が軽快・安定」

100.0%の割合が高かった。耳鼻咽喉科系について、「一定の治療を終え、症状が軽快・安定」88.9%
の割合が高かった。眼科系について、「一定の治療を終え、症状が軽快・安定」85.7%の割合が高か

った。 
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問 13(7) 逆紹介しない・できない理由（(5)：なしの場合）（拠点病院・病院に対する問） 

 患者の症状が安定した等により逆紹介等をしない、またはできない理由をご回答ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

※拠点病院は、問 13 にて「なし」の回答なし 

  

病院のうち、県指定病院は「紹介すべき医療機関がわからない」100.0%、県指定外病院は「患者の

合意が得られない」「最寄りに適当な医療機関がない」27.3%の割合が高かった。 
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連携が取れている医療機関がない

紹介元で受入ができない

その他

病院（n=13）



46 
 

【診療領域別】 

 

 
※拠点病院は、問 13 にて「なし」の回答なし 

 
 
問 13(8) アレルギー疾患患者を逆紹介する医療機関を選択する際に重視する（したい）項目（拠点病

院・病院に対する問） 

 アレルギー疾患患者を逆紹介等をする医療機関を選択する際に重視する（したい）項目をご回答くだ

さい。 
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患者の合意が得られない 紹介元で受入ができない

最寄りに適当な医療機関がない 連携が取れている医療機関がない

紹介すべき医療機関がわからない その他

内科系について、病院は「最寄りに適当な医療機関がない」42.9%の割合が高かった。 

 

拠点病院は「患者の意向」100.0%、病院は「患者の通院の利便性」78.6%の割合が高かった。 
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【診療領域別】 
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検査・治療体制 患者の通院の利便性

患者の意向 相手方の医師との日頃からの信頼関係

特にない その他

0%

20%

40%

60%

80%

100%

内科系（n=27） 小児科系（n=12） 皮膚科系（n=11） 耳鼻咽喉科系（n=10） 眼科系（n=10）

病院

検査・治療体制 患者の通院の利便性

患者の意向 相手方の医師との日頃からの信頼関係

特にない その他

病院では、内科系について、「患者の意向」77.8%の割合が高かった。小児科系について、「患者の

意向」91.7%の割合が高かった。皮膚科系について、「患者の通院の利便性」90.9%の割合が高かっ

た。耳鼻咽喉科系について、「患者の通院の利便性」90.0%の割合が高かった。眼科系について、

「患者の通院の利便性」90.0%の割合が高かった。 
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問 13(9) アレルギー疾患患者を逆紹介する医療機関を選択する際に情報が不十分と感じる項目（(8):

検査・治療体制の場合）（拠点病院・病院に対する問） 

 前問で「検査・治療体制」と回答された場合、逆紹介等をする医療機関を選択する際に情報が不十分

と感じる項目をご回答ください。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拠点病院、病院ともに「実施可能な治療内容」の割合が高かった（拠点病院 66.7%、病院 52.2%）。 
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【診療領域別】 
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実施可能な治療内容 専門医等の在籍状況
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病院

情報は十分 実施可能な検査、試験内容

実施可能な治療内容 専門医等の在籍状況

内科系について、病院は「実施可能な検査・試験内容」57.1%の割合が高かった。 
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2.2.6 人材育成・情報提供の実施状況  

問 14(1) 医師を対象とした、アレルギー疾患診療に関する資質向上のこれまでの取組 

 医師を対象としたアレルギー疾患医療に関する資質向上について、これまでに実施した取組をご回答

ください。 

 

 
 
問 14(2) 医師を対象とした、アレルギー疾患診療に関する資質向上の今後の取組 

医師を対象としたアレルギー疾患医療に関する資質向上について、 今後実施する予定（または実施し

たい）取組をご回答ください。 
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その他
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院内研修

その他

病院（n=70） 診療所（n=370）

病院、診療所ともに「ガイドライン・書籍購入」「継続的な外部研修・講習への参加」の割合が高

く、取組が「特にない」割合は２割程度であった。 

病院、診療所ともに「継続的な外部研修・講習への参加」の割合が高かった（病院 57.1%、診療所

55.9%）。 
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問 15(1) 医師以外の医療従事者(コメディカル)を対象とした、アレルギー疾患診療に関する資質向上 

のこれまでの取組 

医師以外の医療従事者(コメディカル)を対象としたアレルギー疾患診療に関する資質向上について、 

これまでに実施した取組をご回答ください。 
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病院（n=70） 診療所（n=370）

病院、診療所ともに「特にない」の割合が高く（病院 55.7%、診療所 53.2%）、次いで「継続的な外

部研修・講習への参加」の割合が高かった（病院 34.3％、診療所 28.4％）。 
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問 15(2) 医師以外の医療従事者(コメディカル)を対象とした、アレルギー疾患診療に関する資質向上 

の今後の取組 

医師以外の医療従事者(コメディカル)を対象としたアレルギー疾患診療に関する資質向上について、 

今後実施する予定（または実施したい）取組をご回答ください。 

 

 
問 15(3) 医師以外の医療従事者(コメディカル)の人材育成における課題 

 医師以外の医療従事者(コメディカル)の人材の育成で課題と感じていることについてご回答ください。 
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異動等の間隔が短く、

育成が継続されにくい

その他

病院（n=70） 診療所（n=370）

病院、診療所ともに「特にない」の割合が高く（病院 48.6%、診療所 45.7%）、次いで「継続的な外

部研修・講習への参加」の割合が高かった（病院 34.3％、診療所 34.3％）。 
 

病院、診療所ともに「勤務時間の関係で研修参加が困難」の割合が高かった（病院 55.7%、診療 
所 49.2%）。 
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問 16(1) 患者（市民）に向けたアレルギー疾患医療に関する情報提供の実施の有無 

 患者（市民）に向けたアレルギー疾患医療に関する情報提供の取組を行っていますか。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.0

16.0

6.7

9.2

68.6

56.0

75.6

71.9

21.4

28.0

17.8

18.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院（n=70）

県指定病院（n=25）

県指定外病院（n=45）

診療所（n=370）

行っている 行っていない 行いたいと思っているができていない

病院、診療所ともに「行っていない」の割合が高かった（病院 68.6%、診療所 71.9%）。また、病院
のうち、県指定病院で「行っている」16.0%と割合が高かった。 
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問 16(2) (1)で「行っている」場合の具体的内容 

 具体的内容をご回答ください。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

病院は「講演会（市民講座）等の実施」85.7%、診療所は「ホームページ」70.6%の割合が高かった。 
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問 16(3) (1)で「行いたいと思っているができていない」場合の理由 

 「行いたいと思っているができていない」と回答された理由をご回答ください。 

 

 
 
 
  

病院、診療所ともに「日々の診察で多忙につきできない」の割合が高かった（病院 86.7%、診療所

82.9%）。 
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問 17(1) 医療関係者に向けた講習会等の情報提供の取組（病院のみに対する問） 

 医療関係者に向けたアレルギー疾患医療に関する情報提供の取組を行っていますか。 

 

 
問 17(2) (1)で「行っている」場合の具体的内容（病院のみに対する問） 

 具体的内容をご回答ください。 

 

 
問 17(3) (1)で「行いたいと思っているができていない」の場合の理由（病院のみに対する問） 

 「行いたいと思っているができていない」と回答された理由をご回答ください。 

 

 

「行っていない」71.4%の割合が高かった。 
 

「講習会の実施」88.9%の割合が高かった。 

「日々の診察で多忙につきできない」87.5%の割合が高かった。 
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2.2.7 川崎市からの関連情報の発信 

問 18 神奈川県が指定している病院（アレルギー疾患医療拠点病院、アレルギー疾患専門医療機関）の

認知度 

 アレルギー疾患の専門的な医療を提供する医療機関として、県が指定している神奈川県アレルギー疾

患医療拠点病院や川崎市内の県指定病院をご存知ですか。 

 

 
【診療領域別】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

47.1

39.7

52.9

60.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院（n=70）

診療所（n=370）

知っている 知らない

神奈川県が指定している病院を「知っている」の割合は、病院 47.1%、診療所 39.7%であった。 
 

病院は「内科系」「小児科系」で知っている割合が高かった（内科系 59.3%、小児科系 58.3%）。診

療所は知っている割合が３～４割であった。 



58 
 

問 19(1) 開設した「川崎市アレルギー疾患関連ポータルサイト」の認知度 

 こちらのポータルサイトをご存じですか。 

 

 
 
 
【「川崎市アレルギー疾患関連ポータルサイト」の認知状況と拠点病院等の認知状況の関連性】 

「川崎市アレルギー疾患関連ポータルサイト」の認知状況と拠点病院等の認知状況の関連性について、

クロス集計及び Fisher の直接確率検定を行ったところ、病院、診療所ともに、関連性に有意差がみら

れ、「川崎市アレルギー疾患関連ポータルサイト」を知っている場合の方が知らない場合に比べて、拠

点病院等を知っている傾向にあった。 

 
 拠点・指定病院

を知っている 
拠点・指定病院

を知らない 
P 値 

病院 「川崎市アレルギー疾患関連ポータル

サイト」を知っている（n=15） 
12 3 0.0044 

「川崎市アレルギー疾患関連ポータル

サイト」を知らない（n=55） 
21 34  

診療所 「川崎市アレルギー疾患関連ポータル

サイト」を知っている（n=85） 
72 13 P<0.001 

「川崎市アレルギー疾患関連ポータル

サイト」を知らない（n=285） 
75 210  

 
 ※ P 値とは統計学における仮説の確からしさを判定する指標で、一般的には有意水準（有意差を判断

するための基準）0.05 を下回った時、仮説が正しくないと考える。本調査では、「川崎市アレルギー

疾患関連ポータルサイトを知っている」と「拠点・指定病院を知っている」に関連性がないとの仮説

をたてて検定したところ、病院、診療所ともに P値が 0.05 を下回っているため、関連性があると考え

られる。 
 
  

21.4

23.0

78.6

77.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院（n=70）

診療所（n=370）

知っている 知らない

病院、診療所ともに「知っている」の割合は２割程度だった（病院 21.4%、診療所 23.0%）。 



59 
 

問 19(2)  川崎市アレルギー疾患関連ポータルサイト」が役に立つかどうか 

 本サイトが患者や市民にとって役に立つと思いますか。 

 

 
 
 
問 19(3) (2)で「思う」場合の理由 

 「思う」と回答された理由をご回答ください。 

 

 
  

90.0

83.2

10.0

16.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院（n=70）

診療所（n=370）

思う 思わない

病院、診療所ともに「思う」の割合が高かった（病院 90.0%、診療所 83.2%）。 

病院は「リンク集からアレルギーについて学べるから」71.4%、診療所は「市の取組の情報が得ら

れるから」62.0%の割合が高かった。 
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問 19(4) (2)で「思わない」場合の理由 

 「思わない」と回答された理由をご回答ください。 

 

 
 
 
問 19(5) ポータルサイトにどのような情報があると良いと思うか 

 このポータルサイトにほかにどのような情報があるとよいと思いますか。 

 

 
 
  

71.4

14.3

28.6

82.3

25.8

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要な情報がどこにあるかわかりづらいから

疾患に関する情報は医師から提供するから

その他

病院（n=7） 診療所（n=62）

62.9

60.0

51.4

42.9

37.1

1.4

55.9

38.9

36.2

19.5

30.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

拠点病院、市内医療機関の

検査・治療体制情報

アレルギー疾患関連のガイドラインのリンク集

講演会内容（動画）

国や学会からの通知等の情報

講演会開催情報

その他

病院（n=70） 診療所（n=370）

病院、診療所ともに「必要な情報がどこにあるか分かりづらいから」の割合が高かった（病院

71.4%、診療所 82.3%）。 
 

病院、診療所ともに「拠点病院、市内医療機関の検査・治療体制情報」の割合が高かった（病院

62.9%、診療所 55.9%）。 
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【診療領域別】 

 

 

 
2.2.8 その他 

問 20 地域における医療提供体制（診療連携体制等）の構築のために必要なこと 

 地域において、医療提供体制（診療連携体制等）の構築のためにどのようなことが必要だと思います

か。 

 

 
  

最も割合が高かった「拠点病院、市内医療機関の検査・治療体制情報」の診療領域別の回答数に対

する割合は、病院は「内科系」70.4%、診療所は「眼科系」72.7%で割合が高かった。 

病院、診療所ともに「拠点病院・指定病院による情報発信」の割合が高かった（病院 70.0%、診療

所 66.5%）。 
 

病院 診療所



62 
 

2.3 意見聴取会で共有した医療提供体制の傾向 

 1.2 オのとおり実施した第２回有識者意見聴取会では、2.2 で示した調査結果を元に、以下の内容が傾

向として捉えられることを共有した。 

 

（１）検査体制・標準治療の実施状況 

  実施可能な検査・試験及び治療の内容については、病院、診療所ともに項目ごとの実施割合の多寡は

東京都での調査1と概ね同様の傾向であった。同時期に実施した市民向け調査2において、患者が現在の

通院している機関が主に診療所であり、症状悪化時にも通院機関で対処されていることが多いことから

診療所での体制はある程度整っている状況とみられる。 

 標準治療の実施状況として、病院、診療所ともに高い割合でガイドラインを参照した診療がされてい

ることがわかった。 

 

（２）医療機関相互の連携 

 紹介が実際にされている割合は病院、診療所ともに８割を超え（紹介する患者「なし」の回答を除く

割合）、必要に応じて紹介が実施されていることがうかがえる。逆紹介については、病院のうち県指定

病院では９割以上で実施され、県指定外病院でも７割以上が実施されていることがわかった。紹介する

医療機関を選択する際に重視したい項目は「検査・治療体制」、情報が不十分と感じる項目は「実施可

能な検査・試験内容」が最も高かった。 

 

（３）人材育成  

 アレルギー疾患診療に関する資質向上の取組について、医師に対する取組の実施が「特にない」回答

は病院・診療所ともに２割程度にとどまり、実施されている取組としては「継続的な外部研修・講習へ

の参加」や「ガイドライン・書籍購入」の割合が高かった。コメディカル対象の取組は医師に対する取

り組みとくらべると実施割合は低いものの、３割の回答で「継続的な外部研修・講習への参加」が実施

されていた。 

 

（４）情報提供 

 開設した「川崎市アレルギー疾患関連ポータルサイト」の認知度は、病院、診療所ともに２割程度に

とどまったが、ポータルサイトの認知の有無と拠点病院等の認知の有無の関連性に有意差がみられた。

「ポータルサイトにあるとよい情報」としては、「拠点病院、市内医療機関の検査・治療体制情報」に

６割を超える回答があり、（２）で述べた医療機関間の連携に通ずる結果であった。また、地域におけ

る医療提供体制構築のために必要なこととして、病院、診療所ともに「拠点病院・指定病院による情報

発信」が 7割程度の回答で最も高かった。 

 
  

                                                      
1 東京都アレルギー疾患医療実態調査（令和２年度実施） 
2 川崎市アレルギー疾患患者等実態調査（令和５年度実施） 
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2.4 意見聴取会における有識者からの主な意見 

第２回有識者意見聴取会で挙がった主な意見を以下に記す。 

 

（１）検査体制・標準治療の実施状況 

食物経口負荷試験の実施割合が３割程度と低いが、食物アレルギーの診断は「総 IgE 値・抗原特異的

IgE 抗体検査またはプリックテスト」に加えて「食物経口負荷試験」の２つを実施するのが標準的な方

法である。同時に、食物経口負荷試験により摂取可能な範囲を評価し、栄養食事指導へつなげることも

求められる。そのため、「食物経口負荷試験」を実施する割合が増えてくることが望ましいが、診療所

では難しい状況もある。 

 ガイドラインに基づいた知識は普及しているが、前述の食物アレルギーの診断のように診療体制が

整っていない状況もあるとみられる。 

 

（２）医療機関相互の連携 

アレルギー疾患患者は、例えばアトピー性皮膚炎では軽症が７～８割、中等症が２～３割、重症が１

～２％であるが、中等症以上であれば市内の病院に紹介、重症であれば国や県の拠点病院に紹介される

ことが望ましい。中等症を診ている病院から紹介可能な機関として「（国）中心拠点病院」が回答され

ている割合が３割と高い。診療所から紹介可能な機関として「市内病院（県指定病院）」が７割以上あ

るが、連携の強化としては、この割合がさらに増えることが望ましい。診療領域内訳では特に小児科で

よく連携している印象がある。 

 アレルギーは横断的な疾患であり、特に成人では、１つのクリニックで、ぜん息、アトピー性皮膚炎、

アレルギー性鼻炎など複数のアレルギー疾患を診ることができないことが多いため、逆紹介が難しい。

ただし、現状としては、逆紹介の状況について、想定していたより実施されている。 

 連携の促進のために、検査・治療体制の情報の不足を補う必要性があり、医療機関のホームページの

充実が一つの方法である一方、費用面の課題がある。 

 

（３）人材育成 

 東京都の調査と比較すると、川崎市内の医療機関でのアレルギー疾患診療に関する資質向上の取組の

実施率が高く「継続的な外部の講習・研修への参加」の割合が高いことは評価できる。理由としては、

東京都にくらべれば規模の違いにより川崎市内の方が各医療機関に情報が届きやすいことが考えられる。

一方で「勤務時間の関係で研修参加が困難」であること（コメディカルの人材育成における課題として

高い割合で回答された項目）が課題とみられる。 

 

（４）情報提供 

 「川崎市アレルギー疾患関連ポータルサイトの認知状況と拠点病院等の認知状況の関連性」は重要な

結果（ポータルサイトを知っている場合の方が拠点病院等を知っている）であり、ポータルサイトの内

容の充実や周知が期待される。 
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参考資料 

（１）調査協力依頼文書（拠点病院向け） 

  

二次元コード 
URL︓https://logoform.jp/form/FUQz/437530 
  

 

 

 

 

 
 
１．調査目的 

本市では、アレルギー疾患対策基本法や基本指針に基づき、幅広いアレルギー疾患対策を
進めていくため、令和５年６月に「川崎市アレルギー疾患対策推進方針」を策定し、各取組
を進めています。本調査は、医療提供体制の構築に向けた各取組を進めていくため、医療機
関の診療状況、アレルギー疾患患者の受診動向等、医療の実態把握を行い、今後の本市にお
ける総合的なアレルギー疾患対策に活用することを目的としています。 
 
2. 調査対象機関 

① 川崎市内のアレルギー疾患医療に関わる主な診療科を標榜する病院・診療所 
② 中心拠点病院・神奈川県アレルギー疾患医療拠点病院 

 
３.  調査内容 

他の医療機関から紹介されるアレルギー疾患患者（川崎市民）の受け入れ状況や逆紹介等
についてお尋ねします。 

※川崎市内の病院、診療所へは、診療状況や患者指導状況、アレルギー疾患患者の受診動
向等、本市における医療の実態把握に向けた調査内容で同調査を行っております。 

 

＜調査内容の使途＞ 
本調査は、医療の実態把握を目的としており、川崎市ホームページ「川崎市アレルギー

疾患関連ポータルサイト」にて結果を公表いたします。個別の医療機関情報等は公表いた
しません。 

 
４.  回答方法 

下記のサイトにアクセスし、ID 入力して、【令和６年１月 2３日（火）まで】に御回答く
ださい。具体的な回答手順は裏面を御覧ください。回答にかかる時間は５〜７分程度（御
回答いただく内容によります）です。以下の URL から回答フォームに進むこともできま
す。 

 

 

 

川崎市アレルギー疾患医療実態調査への御協力のお願い  
 

        

住所︓ 
 
 
 
 
施設名︓ 
 

ID 
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<オンライン回答手順＞ 

Ⅰ. スマートフォンでは表面の二次元コードを読み、PC では表面の URL を入力し「川崎市
アレルギー疾患医療実態調査」のログイン画面にアクセスします。 

 
 
Ⅱ. 「ログイン」画面 

個人情報の取り扱いを御確認のうえチェックいただき、表面に記載の ID を入力し、 
「→次の画面へ進む」をクリックします。 

 
 
Ⅲ. 「各設問」画面 

表示される設問に回答を入力し、「→次の画面へ進む」をクリックします。 
※「入力内容を一時保存する」で回答を保存することが可能です。 

 
 
Ⅳ. 「回答提出」画面 

アンケートの最後に出てくる「→確認画面へ進む」をクリックします。その後、
画面確認を行った上で、最後に「→送信」をクリックし、回答完了です。 

 

 

＜川崎市のアレルギー疾患対策について＞ 

川崎市のアレルギー疾患対策に関するチラシを同封いたしましたので御覧ください。 
  ●川崎市のアレルギー疾患対策について 
   
 

（お問い合わせ先） 
川崎市健康福祉局保健医療政策部(アレルギー疾患対策担当) 
TEL  ０４４－２００－１３１５ 
Email 40kankyo@city.kawasaki.jp 

mailto:40kankyo@city.kawasaki.jp
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（２）調査協力依頼文書（病院・診療所向け） 

  

二次元コード 
URL︓https://logoform.jp/form/FUQz/313658 
川崎市ＨＰから検索︓「アレルギー疾患医療実態調査」 

 

 

 

 

 
 
１．調査目的 

本調査は、医療提供体制の構築に向けた各取組を進めていくため、医療機関の診療状況、ア
レルギー疾患患者の受診動向等、医療の実態把握を行い、今後の本市における総合的なアレル
ギー疾患対策に活用することを目的としています。 
 
２. 調査対象機関 

① 川崎市内のアレルギー疾患医療に関わる主な診療科を標榜する病院・診療所 
② 中心拠点病院・神奈川県アレルギー疾患医療拠点病院 

 
３. 調査内容 

①  基礎情報（所属医師数、主たる診療領域等） 
②  アレルギー疾患の診療状況 
③  アレルギー疾患の患者指導状況 
④  患者の受診動向（他医療機関への紹介・逆紹介等） 
⑤  人材育成・情報提供の実施状況 
⑥  川崎市からの関連情報の発信 

 

＜調査内容の使途＞ 
本調査は、医療の実態把握を目的としており、川崎市ホームページ「川崎市アレルギー

疾患関連ポータルサイト」にて結果を公表いたします。個別の医療機関情報等は公表いた
しません。 

 
４. 回答方法 

下記のサイトにアクセスし、ID 入力して、【令和６年１月2３日（火）まで】に御回答くだ
さい。具体的な回答手順は裏面を御覧ください。回答にかかる時間は７〜20 分程度（御
回答いただく内容によります）です。以下の URL 及び川崎市ＨＰの検索から回答フォー
ムに進むこともできます。 

 

 

 

川崎市アレルギー疾患医療実態調査への御協力のお願い  
 

        

 
 
 
 
 
 
 

ID 
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<オンライン回答手順＞ 

Ⅰ. スマートフォンでは表面の二次元コードを読み、PC では表面の URL または検索ワード 
を入力し「川崎市アレルギー疾患医療実態調査」のログイン画面にアクセスします。 

 
 
Ⅱ. 「ログイン」画面 

個人情報の取り扱いを御確認のうえチェックいただき、表面に記載の ID を入力し、 
「→次の画面へ進む」をクリックします。 

 
 
Ⅲ. 「各設問」画面 

表示される設問に回答を入力し、「→次の画面へ進む」をクリックします。 
※「入力内容を一時保存する」で回答を保存することが可能です。 

 
 
Ⅳ. 「回答提出」画面 

アンケートの最後に出てくる「→確認画面へ進む」をクリックします。その後、
画面確認を行った上で、最後に「→送信」をクリックし、回答完了です。 

 

 

＜川崎市のアレルギー疾患対策について＞ 

川崎市のアレルギー疾患対策に関するチラシを同封いたしましたのでご覧ください。 
  ●川崎市のアレルギー疾患対策について 
   
 

（お問い合わせ先） 
川崎市健康福祉局保健医療政策部(アレルギー疾患対策担当) 
TEL  ０４４－２００－１３１５ 
Email 40kankyo@city.kawasaki.jp 

mailto:40kankyo@city.kawasaki.jp


68 
 

（３）方針概要チラシ（川崎市のアレルギー疾患対策について） 
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（４）協力依頼はがき（拠点病院向け） 

 

  

 

川崎市アレルギー疾患医療実態調査への御協力について 
（お礼とお願い） 

二次元コード 

URL︓https://logoform.jp/form/FUQz/437530 
 

 
 

 
 

令和６年１月 12 日 

時下ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。 
皆様には、日頃から市政に対して御理解と御協力をいただき、
厚くお礼申し上げます。 

さて、12月中旬に本市より御案内しました「川崎市アレルギ
ー疾患医療実態調査」について、まだ御回答いただいていない
ようでしたら、【１月２３日（火）まで】に以下のQRコード
またはURLから、御回答いただけますようお願いいたします。 
 
 
 
 

なお、本状と行き違いで、すでに御回答いただいておりまし
たら、御容赦ください。 

 
                

（お問い合わせ先） 
川崎市健康福祉局保健医療政策部(アレルギー疾患対策担当) 
TEL  ０４４－２００－１３１５ 
Email 40kankyo@city.kawasaki.jp 

ID 

mailto:40kankyo@city.kawasaki.jp
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（５）協力依頼はがき（病院・診療所向け） 

 

 

 

  

 

川崎市アレルギー疾患医療実態調査への御協力について 
（お礼とお願い） 

二次元コード 
URL︓https://logoform.jp/form/FUQz/313658 
川崎市ＨＰから検索︓「アレルギー疾患医療実態調査」 

 
 

 
 

令和６年１月 12 日 

時下ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。 
皆様には、日頃から市政に対して御理解と御協力をいただき、
厚くお礼申し上げます。 

さて、12月中旬に本市より御案内しました「川崎市アレルギ
ー疾患医療実態調査」について、まだ御回答いただいていない
ようでしたら、【１月２３日（火）まで】に以下のQRコード
またはURL及び検索ワードで回答ページを検索いただき、御回
答いただけますよう、お願いいたします。 
 
 
 
 

なお、本状と行き違いで、すでに御回答いただいておりまし
たら、御容赦ください。 

 
                

（お問い合わせ先） 
川崎市健康福祉局保健医療政策部(アレルギー疾患対策担当) 
TEL  ０４４－２００－１３１５ 
Email 40kankyo@city.kawasaki.jp 

ID 

mailto:40kankyo@city.kawasaki.jp
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（６）発送用封筒 
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（７）オンライン回答フォーム（拠点病院向け） 
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（８）オンライン回答フォーム（病院・診療所向け） 
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